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おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 
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１．概要 

ＦＰ８０１Ｍ００は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ用のコントロールモジュールＦＰ８０１対応のマイコンパ

ックとなっており、NXP セミコンダクターズ社製：ＬＰＣ４３５７を書き換え対象とするパラメータテ

ーブルになっております。 

その他のマイコン、フラッシュメモリへの対応については、弊社または代理店へお問い合わせください。 

その他のプローブケーブルについては、弊社または代理店へお問い合わせください。 

本マイコンパックをご使用できるコントロールモジュールは、下記のとおりになっております。 

 

 【 対応コントロールモジュール 】 

ＦＰ８０１ Ｖｅｒ．１２．００以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

本マイコンパックは、所定のコントロールモジュールとの組み合わせで使用することができます。 

所定のコントロールモジュール以外との組み合わせでは、使用しないで下さい。 

本製品では、ＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ本体－ターゲットシステム間のインタフェイスとしてＳＷＤアダプ

タ（ＡＺ４４２）が必ず必要になります。 

ＡＺ４４２については、弊社または代理店へお問い合わせください。 

マイコンパック取扱説明書には、マイコンパック固有の取り扱い上の注意事項が記されていますので、

ご利用にあたっては、必ず取扱説明書をお読みください。 

本マイコンパックは、別売りのリモートコントローラ（ＡＺ４９０）によって、使用いたします。 

マイコンパックのロード方法につきましては、第６章をご参照ください。 

なお、ご不明な点がございましたら、弊社または代理店へお問い合わせください。 

 

【 確認事項 】 

ａ．本マイコンパックとロードをおこなうコントロールモジュールとの組み合わせが正しい 

 組み合わせになっているか？ 

 ご使用になられるマイコンとメモリサイズ、電源仕様などが正しいことを、ご確認ください。 

 パラメータの値が正しくない場合は、

 

マイコンを破壊する恐れがございますので、 

 

十分に注意してください。 

ご不明な点は、弊社または代理店へお問い合わせください。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます。 

 

 ＦＰ８０１Ｍ００ 

マイコン ＬＰＣ４３５７ 

フラッシュメモリ容量 
１０２４Ｋｂｙｔｅ（Ｆｌａｓｈ） 

１６Ｋｂｙｔｅ（ＥＥＰＲＯＭ）             *2 

フラッシュメモリアドレス 

         *2 

Ｆｌａｓｈ ｂａｎｋ－Ａ 

  ＃１Ａ００００００～＃１Ａ０７ＦＦＦＦ 

Ｆｌａｓｈ ｂａｎｋ－Ｂ 

  ＃１Ｂ００００００～＃１Ｂ０７ＦＦＦＦ 

ＥＥＰＲＯＭ 

  ＃２００４００００～＃２００４３ＦＦＦ 

オブジェクトファイル 

フォーマット 

インテルＨＥＸ 

モトローラＳ 

バイナリ 

デフォルト モトローラＳ 

ターゲットインタフェイス 

ＳＷＤインタフェイス *1 

１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５Ｍ ｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 

デフォルト ５Ｍｂｐｓ 

ターゲット―ライタ間の 

転送データフォーマット 
バイナリ 

マイコンイレーズ状態 ＃ＦＦ 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
１６０ＭＨｚ （内蔵ＩＲＣ１２ＭＨｚをＰＬＬにて逓倍） 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
２．２Ｖ ～ ３．６Ｖ 

 

＊１：ＳＷＤアダプタ（ＡＺ４４２）により、ＳＷＤ信号に変換されます。 

 

＊２：本マイコンパックではＯＴＰ領域は書き込みの対象外です。 

 

 

デバイスファンクションの実行は、必ずターゲットの電源投入から開始してください。 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&ved=0CB0QFjAA&url=http%3A%2F%2Fwww.wdic.org%2Fw%2FWDIC%2F%25E9%2580%2593%25E5%2580%258D&ei=Wt4wVbjoIIW7mAXqyIHoAw&usg=AFQjCNELaX85QGleJPnDOTxFmo4mmkTV4w&bvm=bv.91071109,d.dGY&cad=rja�
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＊３：Ｆｌａｓｈ ｂａｎｋ－Ａ／ＢはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ内には仮想的に配置されま

す。 

Address 

Object 

File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer 

Memory  Address 

Target 

Memory 

#1A000000 

 

 

 

 

#1A07FFFF 

 

Ｆｌａｓｈ 

Ｂａｎｋ 

 

Ａ 

 #00000000 

 

 

 

 

#0007FFFF 

 

Ｆｌａｓｈ 

Ｂａｎｋ 

 

Ａ 

 #1A000000 

 

 

 

 

#1A07FFFF 

 

Ｆｌａｓｈ 

Ｂａｎｋ 

 

Ａ 

   #00080000 

 

 

 

 

#000FFFFF 

 

Ｆｌａｓｈ 

Ｂａｎｋ 

 

Ｂ 

   

#1B000000 

 

 

 

 

#1B07FFFF 

 

Ｆｌａｓｈ

Ｂａｎｋ 

 

Ｂ 

    #1B000000 

 

 

 

 

#1B07FFFF 

 

Ｆｌａｓｈ 

Ｂａｎｋ 

 

Ｂ 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

 

メモリ名称 本来の先頭アドレス 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス 

ＦｌａｓｈＢａｎｋ－Ａ ＃１Ａ００００００ ＃００００００００ 

ＦｌａｓｈＢａｎｋ－Ｂ ＃１Ｂ００００００ ＃０００８００００ 

 

以下の操作を行う場合、アドレスの読み替えに注意が必要です。 

・ファイルセーブ時はバッファメモリのアドレスでセーブされます。 

・【 ＦＵＮＣ ０ 】、【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】でアドレスを指定する場合、バッフ

ァメモリのアドレスに置き換えてください。 

・エディット機能で表示される（又は指定する）アドレスは、バッファメモリのアドレスに置き換えて

ください。 
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３．ＥＥＰＲＯＭ 

 

３－１．ＥＥＰＲＯＭの概要 

本マイコンパックの対象となるマイコンは、ＥＥＰＲＯＭを持つものがあります。ＥＥＰＲＯＭの詳細

は、マイコンのマニュアルをご参照ください。 

 

ＬＰＣ４３５７のＥＥＰＲＯＭ領域は、＃２００４００００番地より１６ｋＢｙｔｅ分あります。 

本領域は１２８バイト毎の「ページ」という単位に細分されており、また最小の書き換え単位はワード

（４バイト）になります。 

最終のページ１２７は書き込みができません。 

 

 

 

ＬＰＣ４３５７のＥＥＰＲＯＭメモリマップ 

#20040000 ページ０ ワード０ （４バイト）  

#20040004  ワード１  

#20040008  ワード２  

      ：   …  

#20040078  ワード３０  

#2004007C （計１２８バイト） ワード３１  

#20040080 

 

#200400FF 

ページ１ 

 

（３２ワード 計１２８バイト） 

 

#20040100 

 

#2004017F 

ページ２ 

 

（３２ワード 計１２８バイト） 

 

      ： 

      ： 

      ： 

： 

： 

： 

 

#20043F00 

 

#20043F7F 

ページ１２６ 

 

（３２ワード 計１２８バイト） 

 

#20043F80 

 

#20043FFF 

ページ１２７ 

 

（３２ワード 計１２８バイト） 

書き込み禁止ページ 

（合計１２８ページ 計１６３８４バイト） 
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３－２．ＥＥＰＲＯＭの書き込み方法 

デバイスファンクションのＰＲＯＧＲＡＭ、Ｅ．Ｐ．Ｒ(※１)又は、【ＦＵＮＣ ８８】により、拡張子

が「ｘｘｘ．ＹＤＤ」のＳレコードファイルの格納データをＥＥＰＲＯＭの指定位置に書き込みます。 

 

    （※１）【ＦＵＮＣ Ｄ４】のビット０が１の時、ＥＥＰＲＯＭに関する処理が有効になります。 

 

 

３－３．ＥＥＰＲＯＭの読み出し方法 

デバイスファンクションのＣＯＰＹ(※１、同上)又は、【ＦＵＮＣ ８９】により、ＥＥＰＲＯＭの全領

域

 

を読み出し、「ＣＯＰＹ．ＹＤＲ」ファイルにＳレコード形式で保存します。 

 

３－４．ＹＤＤファイル 

ＥＥＰＲＯＭの書き込みはバッファＲＡＭを使用せずにＹＤＤファイルの各レコードを直接 逐次解釈

し、レコード毎に書き込み要求を発生します。 

ＹＤＤファイルには以下の制限があります。 

 

 対応フォーマットはＳレコード形式のみ。（インテルＨＥＸやバイナリ形式は不可） 

 各レコード（※２）の開始番地はワード（４バイト）境界であること。 

 各レコードの持つデータ長はワード単位であること。 

 各レコードはページ境界（１２８バイト境界）をまたがないこと。 

 各レコードのレコード長はページサイズ以内であること。 

 各レコードのアドレス範囲はＥＥＰＲＯＭ領域を逸脱しないこと。 

 ＹＤＤファイルはコントロールモジュールのＤＯＳ領域に一つのみ存在すること。 

              （※２）レコードとは行頭がＳで始まり改行で終わる１行をさします。 

 

 

以下に、書き込みできないレコードの例を示します。（見やすくするためスペースを挿入しています） 

 

開始アドレスがワード境界でない 

  S30D 20042511 1122334455667788 CA 

 

データ長がワード単位でない 

  S30C 20040920 11223344556677 B7 

 

レコードがページをまたいでいる 

  S30D 200401FC 1122334455667788 AF 

 

ＥＥＰＲＯＭ領域を外れたデータを含む 

  S30D 2003FFFC 1122334455667788 3B 

 

 

書き込みにおいては各レコードで指定された番地にレコードの保持するワードデータを書き込み、ベリ

ファイは当該データのみ行います。指定外の領域のデータにはアクセスせず、内容は保存されます。 
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４．制限事項 

 

４－１．Ｏｎｅ－Ｔｉｍｅ Ｐｒｏｇｒａｍａｂｌｅ（ＯＴＰ） ｍｅｍｏｒｙ 

本マイコンパックの対象となるマイコンは、動作設定情報等を格納するＯＴＰと呼ばれる消去不能なメ

モリ領域を持つものがあります。（ＯＴＰの詳細は、マイコンのマニュアルをご参照ください。） 

 

本マイコンパックはＯＴＰ領域の書き込みはサポートしておりません。 

 

 

 

４－２．Ｃｏｄｅ Ｒｅａｄ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ 

本マイコンパックの対象となるマイコンでは、Ｃｏｄｅ Ｒｅａｄ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ（ＣＲＰ）機能を持つものがあ

ります。 
ＣＲＰはフラッシュ領域の特定のアドレスに書き込む値によって設定されます。詳しくはマイコンのマ

ニュアルでご確認ください。（ＬＰＣ４３５７では＃１Ａ０００２ＦＣもしくは＃１Ｂ０００２ＦＣ） 
 
本マイコンパックではＣＲＰ領域を特別扱いせず、単なるフラッシュメモリの一部分として扱い、お客

様のご用意されたオブジェクトファイルの内容をそのまま書き込みます。そのため、ＣＲＰ領域に当該

マイコンにとって意味のあるプロテクション・データが書き込まれてしまった場合、以降の各種のプロ

グラミング操作が不能になる場合があります。この場合、本マイコンパックではＣＲＰを解除すること

もできなくなりますのでご注意ください。 
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５．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

５－１．信号一覧表 

本マイコンパックをご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示します。 

なお、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとＳＷＤアダプタは、標準プローブで接続されます。 

 

マイコン信号名 
ＡＺ４４２：ＳＷＤアダプタの 

標準信号名称(マイコン側) 
マイコン信号名 

 Ｎ．Ｃ １１ １ ＴＶｐｐ１  

ｎＲＥＳＥＴ ／ＴＲＥＳ １２ ２ Ｖｃｃ  

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｽ用信号 

(+5V) 
／ＴＩＣＳ０ (１３) ３ ＴＭＯＤＥ  

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｽ用信号 

(2.0V～3.0V) ／ＴＩＣＳ１ (１４) ４ ＴＶｃｃｄ ＶＤＤ 

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 

信号 
ＷＤＴ (１５) ５ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ３ １６ ６ ＳＷＣＬＫ ＳＷＣＬＫ 

 ＴＡＵＸ４ １７ ７ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 Ｎ．Ｃ １８ ８ Ｎ．Ｃ  

 Ｎ．Ｃ １９ ９ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ＶＳＳ ＧＮＤ ２０ １０ ＳＷＤＩＯ ＳＷＤＩＯ 

 

ＳＷＤアダプタからマイコンへの信号線接続（ＦＳ８１０Ｍ０３） 

 

 

      は、必ず接続頂く信号線です。 

( ) の信号についても出力制御を行います。接続は必要な時のみ接続してください。 

その他の信号については、本コントロールモジュールでは不使用の信号ですが、制御を行っています

ので、絶対にターゲットシステムの回路には接続しないでください。 
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５－２．代表的な接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

 

 

※１：オプション機能です。 

 

 

User System NET IMPRESS SWD ADAPTER 

AZ442 

LPC4357 

TVccd 

SWCLK 

SWDIO 

GND 

SWCLK 

SWDIO 

/TRES 

VDD VSS 

WDT 

/TICS1 
（14） 

（15） 

（6） 

（10） 

（12） 

（4） 

（5,7,9,20） 

nRESET 

 

/TICS0 
（13） 

※１ 
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①“書き込みモード”など一部の書き込み信号がユーザシステムとの共用端子に定義されている場合に

は、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してください。／ＴＩＣＳ信号は、

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけ、アサートされる信号です。 

この信号によって共用端子に実装される信号切り替えを行います。 

書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として定義され

るターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 

マルチプレクス回路をユーザターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳがネゲー

トされている時（デバイスファンクションを実行していない時）に、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳが接続さ

れていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

 

 

②ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄ【ＦＵＮＣ Ｄ５】で設定されたクロック信号がＮＥＴ 

ＩＭＰＲＥＳＳより出力されます。 

フラッシュメモリ書き込み中に、所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用ください。 

 

 

③ＡＺ４４２の／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥ 

ＳＥＴ端子に接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 
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５－３．制御信号波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ライタ仕様 
 TPR  200ms (min) 
 TRLW1 350ms (min) 
 TRLW2  100ms (min) 
 TRMS1  10ms (min) 
 TRMS2  50ms (min) 
 TRMH  5ms (min) 
 TRRS 10ms (min) 

 

 

 

 ※１： ”         ”は、HiZを示します。 

 ※２： WDTはオープンコレクタ出力です。 

 ※３： オプション機能です。 

 

書き込みモード 

*3 

TPR 
TRMH 

SWCLK 

SWDIO 

/TICS0 
/TICS1 

/TRES 

WDT 

TRMS2 

TRLW1 TRLW2 TRRS 

*2 

  

*3 

*3 *3 

TRMS1 

書き込みモード 
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① フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

この際フラッシュプログラマはリセット信号をアサート、ＷＤＴ信号（出力）から周期的なパルスが

出力されます。 

 

② フラッシュプログラマはターゲットマイコンを書き込みモードに引き込むため、リセット信号を 

設定します。 

 

③ プログラムコマンドの起動によって／ＴＩＣＳ１がアサートされ、フラッシュプログラム用の 

 通信チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時 

 フラッシュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切り替えは必要ありません） 

 

④ プログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの通信を 

始めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

⑤ プログラミング終了後、／ＴＩＣＳ１をネゲートします。 

（／ＴＩＣＳ１ネゲート後も、ＷＤＴ信号（出力）から周期的なパルスが出力されつづけます） 
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６．マイコンパックのロード方法 

６－１．ファイル構成 

本マイコンパックをご利用いただくにあたって、事前に以下のファイルをご用意ください。 

 弊社提供ファイル 

ファイル名 内容 

Ｖ１２００Ｐ８０１．ＣＭ ＊１ 
定義体ファイルです。 

＊本マイコンパックには付属しません。 

Ｖ１２００Ｍ００Ｐ８０１.ＰＲＭ 
デバイス情報が内蔵されているパラメータテーブルフ

ァイルです。 

Ｖ１２００Ｍ００Ｐ８０１．ＢＴＰ 

書き込み制御プログラムです。 

コントロールモジュールのＤＯＳ領域に配置します。 

ｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子のファイルはコントロールモジ

ュールのＤＯＳ領域に唯一配置が可能です。 

他の名称のＢＴＰファイルがすでに存在するときは、必

要に応じて保存した後、削除してください。 

 

＊１ 最新の定義体バージョンは本項に記載されているバージョンと異なる場合があります。 

   （ファイル名「Ｖｘｘｘ～～．ＣＭ」のｘｘｘが定義体のバージョンを示します。） 

   詳細は弊社または代理店にお問い合わせ下さい。 

 

 お客様にご用意いただくファイル 

ファイル名 内容 

Ｏｂｊｅｃｔ．ｘｘｘ 書き込み用のオブジェクトファイルです。 

Ｏｂｊｅｃｔ．ＹＳＭ 

バッファＲＡＭ不正変化検出用のファイルです。 

詳細はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション

マニュアルをご参照ください。 

Ｏｂｊｅｃｔ．ＹＤＤ 

ＥＥＰＲＯＭに書き込むデータファイルです。 

ＦＰ８０１のインストラクションマニュアルをご参照

ください。 
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６－２．リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の接続 

 

ＡＺ４９０は、パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で動作いたします。 

パーソナルコンピュータとＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳを、ＥＴＨＥＲＮＥＴケーブルで接続します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールに、マイコンパックをロードすることとな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET 
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６－３．マイコンパックのロード方法 

マイコンパックのロードは、別売のリモートコントローラ（ＡＺ４９０）でおこないます。 

ロード機能は、【Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ】画面の【Ｌｏａｄ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ】機能を使用する

ことで、コントロールモジュールへのロードをおこないます。 

パラメータロード機能を選択いたしますと、パラメータテーブルを選択する画面が表示されますので、

マイコンパックを選択し、実行してください。 
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７．ご利用上の注意 

 

① 本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュールで

す。弊社、フラッシュマイコンプログラマ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズ）以外ではご使用にな

らないでください。 

 

② 本コントロールモジュールは指定されたフラッシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利用く

ださい。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破

壊する恐れがあります。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（アダプタ内部ＩＣ）電源

用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ コントロールモジュール（コンパクトフラッシュカード）は、絶対にイニシャライズ（フォーマッテ

ィング）しないでください。 

イニシャライズされますと、コントロールモジュール内の定義体（コントロールプログラム）も消去

されてしまいます。 

 

⑤ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、行わ

ないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する恐

れがあります。 

 

⑥ フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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